
PPP／表

ご あ ん な い

参 加 申 込 書

●会社名（フリガナ）

●出席者名①（フリガナ）

●E-MAIL

●所属部署・役職名

●出席者名②（フリガナ）

●E-MAIL

●所属部署・役職名

●所在地（〒　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＴＥＬ.　　　　　　（　　　　　　） 　ＦＡＸ.　　　　　　（　　　　　　）

●貴社業種

●振込予定日（　　　　月　　　　日）
●当日現金支払い希望・・・□
●ご担当者名（　　　　　　　　　　）
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PPP[官民連携]事業の新たな展開と事業企画のポイント

公園、街づくり、インフラ整備、公共施設整備・運営への民間活力の導入は今後も加速
PPP事業の基本を理解しながら、注目の新手法「PFS/SIB」も含め、
事業企画に活かす実務知識等を学ぶ

◆ PPP基本理解：PFIの事業類型／コンセッション／指定管理者制度／Park-PFI
◆ 導入進む新手法：PFS(成果連動型民間委託方式) ／SIB(ソーシャル・インパクト・ボンド)
◆ 事業企画：具体事例から学ぶ！事業の収益性、官民相互に求められるノウハウ、期待する提案内容とは

公共施設等の建設、維持管理、運営等を、行政と民間が連携して実施すること
で、民間ノウハウや創意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用やサービス
の向上を図る「PPP/PFI」の手法の推進を、国はいっそう進めていく方針を打ち
出しています。民間にとっては、官と連携することで、開発、運営・マネジメント、
資金投資などへの事業創造機会が生まれることになります。官民連携では、す
でにPFI（Private Finance Initiative）は、多くの事業が創出されていますが、
コロナ時代に突入し、国・地方公共団体の財政難・財政再建、地域創生の課題
が注視される今、必須と認識される、コンセッション方式、指定管理者制度、
Park-PFIなどが進行しています。さらにより進化すべく、新たにPFS(成果連動
型民間委託方式)／SIB(ソーシャル・インパクト・ボンド)も始動し、官民相互に
成果に連動した報酬の仕組みを導入したPPP事業は、今後も運営事業、街づく
り事業に導入を加速させる方針を国も打ち出しています。
そこで本セミナーは、官民連携事業で新たな事業機会の創出を目指すために
必要な、最新PPPの基礎知識と、事業方式の類型やスキームを理解する講座と
して開催いたします。さらに今注目されるPFS／SIBについて、その導入の背景
にあるもの、今後民間がいかに仕組みを活用していくかを解説いただきます。
理解を深めるために先行事例を通じて企画提案のポイントを学び、官民連携
事業のあり方を学んでまいります。

綜合ユニコム［ビジネス実務習得講座セミナー］

官民連携
事業機会獲得の
基礎知識を学ぶ！

～今なぜ、PFS/SIB等の新たな手法導入が求められるのか～

PPP[官民連携]事業の
新たな展開と事業企画のポイント

月刊 資料
〒104-0031 東京都中央区京橋2-10-2 ぬ利彦ビル南館6階 
TEL. 03-3563-0025(代表)

主　　催

●お申込み方法
　・左記「参加申込書」にご記入後、上記FAXにてお申込みください。参加者宛に「参加
　　証／請求書／銀行振込用紙」をご郵送いたします。「参加証」は当日ご持参いただき、
　　会場受付に「お名刺１枚」と共にお渡し願います。
　・開催直前や当日のお申込みもお受けいたします。その場合は、FAXにて「参加証」
　　をご送付いたしますので、必ずFAX番号の明記をお願いいたします。なお、お支払
　　方法につきましては、別途ご連絡をさせていただきます。
●参加費のお支払について
　・参加費は「請求書」到着後、原則として開催３営業日前迄にお振込み願います。
　・お振込みが開催後日になる場合は、左記「振込予定日」欄にご記入ください。
　・お振込手数料は貴社にてご負担願います。
　・当日現金でのお支払いも可能です。「当日現金支払い希望」欄に□印をご記入願います。
●お申込者が参加できない場合について
　・代理者にご出席いただけます。既送の「参加証」と「代理者のお名刺１枚」をご持参
　　のうえ、当日会場受付までご来場ください。
●キャンセルについて
　・開催３営業日前（土日祝日、年末年始を除く）迄に、弊社宛に「会社名／氏名／電話
　　番号／返金先銀行口座（振込済みの場合）」を明記の上、FAX.０３-３５６４-２５６０宛まで
　　必ずご連絡ください。
　・返金手数料として3,０００円（1件毎）を申し受けます。なお、開催２営業日前以降
　　のキャンセルにつきましては、全額をキャンセル料として申し受けます。その際には
　　当日配布資料を参加者宛にご送付いたします。
●その他ご連絡事項
　・お座席は受付順を基本に当方にて指定させていただきます。
　・会場内は禁煙です。講演中の録音・録画、携帯電話等での通話はお断りいたします。
　・講演中のPCの使用は可能ですが、使用に関しては周囲へのご配慮を願います。　
　・ご記入いただいた個人情報は、弊社商品案内ならびにセミナーの適切な運営、参加者
　　間の交流促進のために利用させていただきます。
　・主催者や講師等の諸般の事情により、講師変更や開催を中止する場合がございます。
　　その際には弊社より参加者にご連絡させていただきます。
　・開催中止の場合は受講料を返金いたしますが、それ以外の理由では返金できません。
　　また、開催中止の際の交通費の払い戻しやキャンセル料の負担はいたしかねます。

綜合ユニコム㈱ 企画事業部 ＴＥＬ.０３-３５６３-００９９（直通）

ＦＡＸフリーダイヤル　　 ０１２０-０５-２５６０
※ＦＡＸフリーダイヤル不通時はＦＡＸ.０３-３５６４-２５６０迄おかけ直しください。

お申込み先

お問合せ先

※弊社ホームページからも、本セミナーはお申込みいただけます！
https://www.sogo-unicom.co.jp

ダイレクトメールの送付先変更・中止は、お手数ですが、封筒ラベルにご要件を
記入のうえ、弊社企画事業部（FAX．03-3564-2560）までご連絡ください。

日　　時 2023年2月17日（金）13:30～17:00
会　　場 都市センターホテル
 東京都千代田区平河町2-4-1　TEL 03-3265-8211
 ※詳しい会場案内図は参加証にてお知らせいたします。

参 加 費 55,000円
                   （１名様につき/消費税および地方消費税を含む）

 ●同一申込書にて2名様以上参加の場合
    48,400円
                      （１名様につき/消費税および地方消費税を含む）
 ※テキスト代を含む



PPP／裏

綜合ユニコム［ビジネス実務習得講座セミナー］

セミナープログラム

～今なぜ、PFS/SIB等の新たな手法導入が求められるのか～

13：30～17：00　※随時休憩を挟みます。

講師プロフィール

本セミナーをはじめ
月刊誌・資料集・書籍は、
WEBでもお申込みいただけます。
弊社ホームページでは、セミナー・展示会・
刊行物などのご案内と商品検索がご利用
いただけます。
また、メールマガジン［綜合ユニコム通信］
を毎週配信しております。
ぜひとも、メールアドレスをご登録ください。

https://www.sogo-unicom.co.jp

㈱日本経済研究所  
公共マネジメント本部
公共デザイン本部

綜合ユニコムでは、新型コロナウイルス
感染予防対策に取り組み、セミナーを開催
いたします。
ご参加のお客様におかれましては、手指
の消毒の励行、ならびに、マスク着用での
ご参加をよろしくお願いいたします。

官民連携
事業機会獲得の
基礎知識を学ぶ！

◆ 成果連動型民間委託方式（PFS）
行政が民間事業者に委託する事業であり、解決すべき行政課題に対応した成果指標を予め
設定し、支払額を当該成果指標値の改善状況に連動させるもの。
行政が業務内容の詳細を定める従来型の委託事業と異なり、業務内容については民間事業
者が一定の裁量を持ち、民間事業者の創意工夫を最大限に活かすことでより成果向上が見
込める契約方法。

PFS/SIBとは

◆ ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）
成果連動型民間委託契約方式（PFS）の一類型で、民間資金を活用して行なわれる手法。

日本政策投資銀行グループ。
全国の地方自治体が厳しい財政状況下に
あるなかで、高度成長期等に大量に建設・
保有している公共施設の老朽化・施設見直
しが進行している。再整備するにも、人口動
態の変化、市民ニーズの変化でその方向性
をどのように進めるか、地方自治体は課題
を抱えている。こうした自治体経営におけ
る施設面や財政面の課題に対し、まちづく
りの視点を持って総合的に取り組むマネジ
メント手法の導入に先駆的に取り組んでい
る。具体的には、公共施設の実態把握から
公共施設の再編検討、具体的な施設再編の
事業化、跡地利活用方策の検討等、川上か
ら川下まで支援している。またPFS/SIB等
新たな手法の導入に対して、地方自治体へ
の導入指導、民間側には事業企画手法など
を支援している。

本セミナーでは講演内容を、それぞれ専門
部門ご担当者より、パート分けして講話を
いただきます。

◆ 公共マネジメント本部　
    足立 文／加茂隆子 （予定）
◆ 公共デザイン本部　
    望月美穂／佐藤友美 （予定）

PPP[官民連携]事業の新たな展開と事業企画のポイント

【第１部】 PPPの基礎知識
　　　　　１. PPP/PFIとは何か
                      ーー その政策的背景の理解、PFI事業の実施状況
　　　　　2. PFI法施行から20年、事業はどう変化し、
　　　　　　 今後どう進化するか
　　　　　        ● 20年間の課題と変化
　　　　　        ● 国の動向・アクションプラン
　　　　　        ● PPPの今後の方向性
　　　　　３. 諸制度の概要と事業スキーム
　　　　　        ● PFIの事業類型
　　　　　        ● コンセッション
　　　　　        ● 指定管理者制度
　　　　　        ● Park-PFI

【第2部】 新手法 PFS/SIB・指標連動方式の基礎知識
　　　　　１. PPPの新たな展開PFS/SIB・指標連動方式導入の背景
　　　　　2. PFS/SIBの基礎知識
　　　　　3. 先行事例紹介    
　　　　　　       ヘルスケア関連/まちづくり分野（例）
　　　　　4. 事業検討のポイント

【第3部】 PPP先行事例から学ぶ事業企画のポイント
　　　　　 ―― 事業の収益性、地方公共団体・民間事業者に
　　　　　　　　求められるノウハウ、期待する提案内容とは
　　　　　１. Park-PFI
　　　　　2. コンセッション
　　　　　3. 指定管理者制度
　　　　　4. PFS/SIB事業

講師 ： 株式会社日本経済研究所    公共マネジメント本部 / 公共デザイン本部
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